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一、はじめに二、留学の経緯とＭＩＴ時代三、卒業後の團とＭＩＴ四、 井の経営と技術者精神五、民間外交と團六、むすびに代えて─「モーラル」と「ナシヨナリズム」の果てに
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一、はじめに
　
三井財閥の総帥であり、血盟団事件で暗殺された團琢磨は、明治初期にアメリカに留学し、民間外交にも従
事した国際派の実業家として知られている。管見の限り、團は本間英一郎
（（
（
に続いてマサチューセッツ工科大学
（ＭＩＴ）を日本人として二人目に卒業した人物ではないかと思われるが、本稿では、同大学所蔵資料などを用いて、ＭＩＴ時代の團の足跡を確認するとともに、日本を代表する経済人として活躍し、民間外交に従事した際、こうした留学 の人脈がどのように生かされたのか、また、ＭＩＴ側から、三井の総帥たる團はいかに捉えられて たのかについて、検討を加えてみたい。　「電力王」と呼ばれた福沢桃介は、血盟団事件二年前の一九三〇年（昭和五年）に、團について「同輩だつた飯田（義一─引用者） 早川（千吉郎─引用者）等は でに物故し 山本条太郎 岩原謙三等は、それぞれ事情があつて三井を去つた今日、團は如何なることでも、いふて行へない事のない地位にある。且つ、三井家外に於ても、種々の栄職にある。申さば、実業界に於る王 の地位を占め」ていると評し その の特徴て、同世代の留学組がハーバードなどで法律や経済を修めるのが一般的だったのに対し、ＭＩＴで鉱山学を学び、 「三井に入つて、益田（孝─引用者）や飯田等 商人肌の人物に揉まれて、 『サイアンス』と『ビヂネス』を結 つけ」たとして、團をして「技術眼と経済眼とが、よくバランス 取れてゐる。技術家と ては珍しい経済人であり、同時 経済人としては珍らし 技術家である」と評している
（2
（
。一方、一九〇三年（明治三十六
年）刊の実業之日本社編『当代の実業家人物の解剖』は、 「
三井家の成功せるは益田孝
000000000000
、
朝吹英二の如き事業
000000000
家と相並んで團
0000000
琢
0
磨と云へる技師の存するが為なり
000000000000000
」と評し、 「
事業家
44
」と「
技師
4
」との「
協同
4
」 「
鳥の双翼
44
」
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「車の両輪
44
」によって三井は隆盛しているとして、 「琢
4
磨は已に技師を以て立つ者なり
4444444
、平生の動作亦頗る技師
00
的学者的なり思想綿密にして区劃整齋而して其職務に忠実なる
0000000000000000000000000000
」人物であると述べ
た
（（
（
（傍点原文） 。團が三井
にあって、益田孝や朝吹英二時代は技術者と その発展に貢献し、自らが総帥となって以降は、技術者精神を忘れない経営者と受け止められていたことをうかがわせよう。筆者が経営者・團琢磨の技術者的起源─ＭＩＴ時代─ 着目する所以である。　
團については、決定版的な伝記として故團男爵傳記編纂委員會編『男爵團琢磨傳』上・下巻（故團男爵傳記
編纂委員会、一九三八年）が刊行されており、由井常彦氏による一連の研究
（4
（
があるが、それ以外は学術的な研
究は意外なほど少なく、留学時代についてはこの伝記以上の検討はなされておらず、その民間外交についても、由井氏による論文
（5
（
を例外として、ほとんど考察されたことがない。これは團琢磨その人が、右の福沢の指
摘にあるような、同時代において有していた圧倒的知名度や影響力を考慮すると、いささか残念な研究状況といわなければなら い。そこで本稿では、團の民間外交と母校ＭＩＴとの関係や、アメリカ おけ 原点、技術者としての原点として ＭＩＴへの留学時代に着目したい　
以下、本稿では、ＭＩＴの所蔵資料および 『團理事長談話速記』 （三井文庫所
蔵
（6
（
）などを用いて、團の出生
から留学に至る経緯、留学時代の学習や経験、さらには実業家とし のキャリアの蓄積 ついて、ＭＩＴとの関係に着目しながら分析を進めていきたい。
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二、留学の経緯とＭＩＴ時代
　
團琢磨は、一八五八年九月十八日（安政五年八月一日） 、福岡藩士で二百石取りの馬廻役・神屋宅之丞の末
子（四男）として生まれ、寺子屋で『大学』 、 『中庸』 、 『論語』 、 『十八史略』や『日本外史』などを学びながら、十三歳のときから平賀義質（一八六七年に福岡藩から派遣されてアメリカに留学）に就いて英語のスペルや読書を習い始めたが、幼少期から平賀などの影響で西洋文化に接していたようで、團は、 「私ハ西洋ノ事ハナカナカ早クカラ耳ニシテ居ルデス、長崎カラヨク砂糖ナド贈ツテ来タ ビスケツト』 、アヽ云フモノモ長崎ヘ行ツテル平賀ナドカラ贈ツ 来 、サウ云フ物ノアルコトハ、六歳位ノ頃カラ覚エテ居リマス」と回想しいる
（（
（
。團は一八七一年二月七日（明治三年十二月十八日）に福岡藩権大参事を務めていた團尚静の養嗣子とな
り、同年、福岡藩に贋札の疑いが持たれたことをきっかけに藩知事とともに上京、ここでも平賀のもとで学んだが、平賀の書生を務めたのが、同じ福岡藩士の金子堅太郎であった
（（
（
。この平賀の塾では、金子と團は抜群の
成績 ったらしく 「私共二人ハ下ノ室テ『スペシアル』ノ待遇デ 」 團は語っている
（9
（
。
　
一八七一年十一月、廃藩置県を経て旧福岡藩主家となった黒田家によって、海外留学生に選抜された。福岡
藩はかねてより長崎や欧米に積極的に留学生を送り出しており、平賀もそのひとりであったが、今回は、岩倉使節団の派遣に伴って、旧福岡藩主・黒田長知 留学生 同行することと り、團は金子ととも 「学友の資格を以てし 行を同う」することになったのである。 「前途有望の秀才」を選抜したこ から 『男爵團琢磨傳』は、 「君の才力と君が早くより英語を学んだ居つたといふことが 重なる原因で る」とした上で神屋宅之丞 遺児に対する黒田家からの寵愛も影響し として
（（
（
。
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一八七一年十二月二十三日、團は岩倉使節団一行とともに横浜を出航し、翌年一月十五日にサンフランシス
コに到着、二月二十六日にシカゴに着いたが、ここで、ワシントンＤＣに向かう大使一行とは別れて、ボストンに向かうことになり、ニューヨークを経由して三月二日にボストンに到着した。團がボストンを選択した理由について、 「平賀ガ前ニ行ツタ時ニ残シテ居ツタ書生ガ二人『 』ニ居ルモノダカラ、私共ハ大使ト別レテ『ボストン』ニ行ツタ」と團は語っている
（（
（
。二人のうちの一人は、先述の本間のことであろう。ボスト
ンに着くと、長知と同行者たちは別々に下宿することとなり、團と金子は「ミス・アリスン」 、その後結婚して「ミセス・ゴダート」という女性に就いて英 を学び、後にホームステイしたが、南北戦争後の物価高騰で緊縮生活を余儀なくされていたという。その後、團は金子や のちにハーバード大学に進学する吉川重吉
（（
（
とと
もに「ライス・グラムマー・スクール」 入学して優秀な成績 修め 今後専攻すべき学科についてはかなり悩んだらしい。結局鉱山学を専攻することを選んだが、團自身は 士族の子弟として戦争をするのが本務であり名誉であると考えており、 「唯軍人になると云ふ頭で外国に行つた」が、アメリカ社会で軍人をみかけることが く、 一二年勉強して居る内に何時か軍人 云ふ思想が消へ 了つた」と回想している
（（
（
。その上で、
團は次のような理由 鉱山を専攻することにした 語っている。
本間ガ『シビルエンジニア』ヲヤツテ居ル、其ノ真似ヲスルノハイヤダカラ、何カ人ノセヌ事ヲヤラウト云フコトデ、自分デ、ドウモ鉄ヲ造ツテ見タイ……此方ハ鉄道ノ本（モト）ヲ作ラウト云フヤウナ事デ、鉱山ノ方ヲヤツテ見ルト云フ考ガ、ドウ云フ訳カ附イタ デス
（（
（
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同郷の先輩である本間のまねはしたくないが、鉄道のもととなる鉄は作ってみたい、というのが動機だっ
た。実際、すでにＭＩＴでは、本間が土木工学を修めつつあり、鉄道の基礎となる鉄を製造することを目指したのが、團であったわけであ
る
（（
（
。金子はこれに反対したらしく、後年の回想で、 「武士が石炭掘りになるとい
ふんです。あなた方に言つては、おかしいと思ひますが、武士の子が明治の初年に石炭掘りになるのは、おかしい事に思つ 」と語っている
（（
（
。
　
かくして團は「ライス・グラムマー・スクール」を退学してボストン郊外で数ヶ月家庭教師から教授を受
け、ボストンの北にあるウォーバンに開設されたばかりのＭＩＴの「予備校」なる学校に通い、一八七五年にＭＩＴの第二学年への編入試験を受け 第二学年に編入し、鉱山学を学びはじめることになった。実際、ＭＩＴの学生名簿には二 次から登場する
（（
（
。当時の入学制度については定かでないが、ＭＩＴはこの「予備校」か
らの編入生を受け入れていた であろう。当時はまだ現在のケンブリッジではなく、ボストン市内のバックベイ地域にキャンパスを置い ＭＩＴで、團は学年全体でわずか三名という鉱山学科の一員となり、学科長・教授のロバート・Ａ・リチャーズ（
R
obert A
. R
ichards ）とは、終生変わらない子弟の縁を結ぶことにな
る。学習環境はかなり厳しかったようで、二週間欠席すると落第し、専門科目だけでなく広範な科目を履修しなければならなかったが、 『男爵團琢磨傳』は、 「君の如き一個の鉱山技術家たるに終わらなかった所以 はここにあ としている。ＭＩＴ留学につ て團は 「 『テクノロジー』ハ採鑛冶金両方アリマシ
タ
（（
（
」と語ってい
るが、実際、彼が履修して単位を取得 た科目 、鉱山業（
M
ining ） 、鉱山学（
M
ining E
ngineering ） 、実験
室実習（
L
aboratory P
ractice ） 、鉱物学（
M
ineralogy ） 、冶金学（
M
etallurgy ） 、といった鉱山・冶金関係の科
目のほか、微積分学（
C
alculus ） 、植物学（
B
otany ） 、物理学（
P
hysics ） 、自然地理学（
P
hysical G
eography ） 、
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動物学（
Z
oology ） 、古生物学（
P
aleontology ） 、科学哲学（
P
hilosophy of Science ） 、そして英語やドイツ語、
フランス語、歴史などにも及んでい
た
（（
（
。勉学の間には、ラルフ・Ｗ・エマーソン（
R
alph W
aldo E
m
erson ）
に私淑して、その作品を愛読していたという
（（
（
。
　
一九二八年、ＭＩＴの同級生が卒業五十年記念会を開催することとなったが、團がこれに出席できなかっ
たため、同級生である「オールブライト」から團の追憶談が届いた。それによると、團とはじめて会ったのは「マサチューセッツ工
業ママ
大学化学実験室」であり、鉱山技師も化学者と同様十分な化学の知識が必要であり、と
もに熱心に実験に取り組んだ。実験をきっかけに親密になり、卒業の際には一緒に日本に行くと冗談を言ったという。帰国後、後述の通り團は鉱山技師としての職に恵まれないが、そのことを手紙で知らせてきたとして、 「意気を阻喪せしめたる」次第が細かく記載されていたという。恩師 リチャーズ教授は、 「学生 ては團琢磨は学業に優秀であり、仕事に対しても忠実で、敏捷であつ 。彼は全く教師 望み通りの善き学生であった」として、学生時代を回顧し、 「 日本に於ける一流の技術家の一人であつた」と述べている
（（
（
。
　
当時のＭＩＴの名簿によると團は、二年次は「
2（ D
ov
er S
t. 」（（
（
、三年次に「
（2 D
artm
ath
 S
t. 」
（（
（
に住
み、さらに四年次に 「
2 W
y
om
in
g
 S
t. 」（（
（
に転居しており、その四年次に團がＭＩＴに提出した卒業論
文は、 「研究所の風力溶鉱炉におけるカタディン鉄鉱石とマンハッタン鉄鉱石による鋳鉄の実験と製造（E
xperim
ents on the M
anufacture of C
ast Iron from
 K
atahdin and M
anhattan Iron O
res in the Institute B
last 
F
urnace ） 」であり、英文筆記体で数式や図式を多用しながら全百二十三頁にわたって叙述したもので、第一
部「カタディン鉄鉱石の冶金学的処置（
A
 M
etallurgical T
reatm
ent of K
atahdin in Iron O
re ） 」 、第二部「マ
ンハッタン鉄鉱石の冶金学的処置（
A
 M
etallurgical T
reatm
ent of M
anhattan in Iron ore ） 」 、第三部「ディス
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カッション（
D
iscussions ） 」の三部構成となってい
る
（（
（
。この卒業論文により、團は理学士（鉱山学）の学位を
取得して、一八七八年六月一日にＭＩＴを卒業した
（（
（
。團の関心は卒業論文にあらわれているように、鉄鉱石や
製鉄にあった。
三、卒業後の團とＭＩＴ
　
ＭＩＴを卒業した團は、ハーバードを卒業した金子とともに一八七八年九月に帰国して後、福岡に帰り、渡
辺清県令の意向を受けて、当時官営だった三池炭鉱の視察を行った。團はあくまで石炭より鉄に関心があったため、この視察を終えた後、一八七八年春に上京し、そ 専門知識を生かすべく鉱山業務を所管していた工部省への採用を望んだが、当時この部門は工部大学校の卒業生 みを採用し、東京大学の卒 生さえ採っ ない状態であったため、團の入る余地はなく、 「折角学問はして来たが、これを実際に応用するの途がなく、その前途には一点の光明だもこれを認むること能 ず 空しく志を得ずして郷里に帰臥することとなつ
た
（（
（
」 。結
局、團は米国留学生仲間の服部一三 総理として開校した大阪専門学校の助教となり、一八八一年に東京大学理学部の「星学」担当助教授となった。團はこのあたりの事情について、次 よう 回顧している。
何故使ハヌカト云フト、山尾（庸三─引用者）ガ工部大学ト云フモノヲ作ツテ居ル、工部大学ヲ作ツテル以上ハ工部大学以外ノモノハ使ハナイ、又使ヒドコロガ無イ……「アメリカ」カラ帰ツテ来タ奴ナンカ以テノ外ノ事ダ……大阪専門学校ヲ造ルコトニナツテ、服部一三ガ校長ニナツテ行クト云フ時ニ、ヒヨツト
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僕ノ所ニ呼ビニ来テ、彼処ヘ一ツ行ツテクレヌカト云フコトニナツタ……「ポール」ト云フ奴ガ「フエノロサ」ト一緒ニ来テ、アナタ東京ニ来ナイカ。私モ帰リタクテ堪ラ イ、此処デハ到底イケナイ……天文ハ困ツタモ ダト思ツタガ、東京大学デ宜イト云フナラ行カウト言ツタ
（（
（
　
工部省の工部大学校偏重主義が工部大輔・山尾庸三の方針によるものであったこと、大阪専門学校には服部
一三、東京大学にはアーネスト・Ｆ・フェノロサ（
E
rnest F
rancisco F
enollosa ）などから勧誘されたことが
うかがえる。　
もっとも團はあくまで 省への勤務を求め、文部少輔の九鬼隆一に斡旋を依頼し、金子堅太郎が工部卿
佐々木高行の秘書官のような役目を務めたことがあり、佐々木に採用を勧めたこと、ＭＩＴの先輩にあたる本間英一郎が技師であったこともあって、一八八四年二月に工部省御用掛として採用されたが、すぐに機構改革に伴って五月に三池鉱山局に赴任した。團はやはり気が進まなかったという
（（
（
。のちに團は「一年バカリハナカ
ナカ苦シカツタ」と告白している
（（
（
。
　
こうして三池炭鉱でのキャリアが本格的にスタートすることとなった團だが、ＭＩＴとの縁は切れることは
なかった。　
特に團がアメリカのＭＩＴと 縁を強く意識した は、日露戦争の際である。このとき、同志 金子がセオ
ドア・ローズヴェルト（
T
heodore R
oosevelt ）大統領のハーバード時代の同窓として、アメリカで広報外交を
展開していたことはよく知られ いる 、團もＭＩＴとい 窓口を通じて、呼びかけを行 ていた。　
日露戦争下の一九〇四年七月号のＭＩＴの関連誌『テクノロジー・レビュー』には、一八七八年度卒業生同
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窓会幹事のリンウッド・Ｏ・タウンズ（
L
inw
ood O
. T
ow
ns ）による同窓生の近況が報じられているが、これ
によると、当時三池炭鉱の経営に従事していた團がタウンズ宛てに書簡を送ってきたとして、そこで團が「自分は安全なので安心してほしい」と述べた上で、 「我々日本国民への激励と同情の言葉を、心からお願いしたい。それは、実際に、遠く離れた地で闘っている激励される兵士たちをだけでなく、国家全体に強力な力をあたえる 我々がアメリカから学んだ手段を通じ 、我々は戦争を続けてい
る
（（
（
」と語りかけ、 「サンクトペテル
ブルクから発信されている奇妙な影響の拡散は本当に危険なのだ」と警鐘を鳴らした、 伝えられている。團は自らの同窓生を通じて、日本がアメリカと同じ「文明」空間にあり、ロシア側を支持しないよう訴えたのであ
る
（（
（
。團と金子のきわめて親密な関係からして、金子の広報外交と無縁であったと考えるのは困難であろう。
金子の依頼があった どうかはともかく、その側面支援として、團はＭＩＴ人脈を頼ってみたものと考えられる。後述する民間外交を超えた、政治的な広報外交であった。　
六年後、團は母校を訪れている
（（
（
。 『テクノロジー・レビュー』一九一〇年十月号は、 「今夏、多くの卒業生が
鉱山学科を訪問したが、最も重要だっ の 、一八七八年 卒業生、團琢磨が三井男爵と足尾銅山開発に関わっている八名の日本人エンジニア 連れて訪 たこ だった」と伝え、團を「祖国で低 地位からトップに上り詰め、成功した古い日本人卒業生」と称し い
る
（（
（
。この際に開かれたディナーで團は、 「ＭＩＴの日本人
卒業生の数は決して増えてはいない。も と多くの日本人学生がここに来て研究に従事すればよい に 漏らしている
（（
（
。
　
こうした状況を憂慮したためであろうか、さっそく團は日本人同窓会を立ち上げる。一九一一年四月十三
日、東京京橋の交詢社で、ＭＩＴの同窓生が集まって「日本テクノロジー・アソシエーション」 （
T
echnology 
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A
ssociation of Japan ）という日本におけるＭＩＴ同窓会を立ち上げ、團が幹事兼会計係に選出された。團
以外の日本人メンバーとしては、鉄道技師の本間英一郎（一八七四年卒） 、時事新報社長の福沢捨次郎（一八八八年卒） 、などがいた
（（
（
。
　『テクノロジー・レビュー』では、一九二四年十二月号の「
T
ech M
an in the P
ublic E
ye 」というコーナー
で團琢磨を特集し、いまやアメリカ人にとってもっともスタンダードな石油会社は「三井」であり、日本帝国のビジネス界に圧倒的な影響力を保持しており、その多角的経営のトップにいるのが三井男爵であり、彼にとてつもない成功をもたら たのが團琢磨博士である としている
（（
（
。
　
一九二五年三月十五日、二十名のＭＩＴ同窓生が集まり、それまでの日本の同窓会組織を正式に再編するこ
とを決定し、團琢磨が会長 選出された。副会長には鈴木商店の鈴木岩蔵（一九一 年卒）とトラスコン・スチール・カンパニーの東京支社に勤務していたＷ・Ｗ・スティーブンス（一八九八年卒）が就き、幹事や会計係なども選ばれたほか、新たな規約が採択 「会員相互の友好関係を深めるとともに、マサチューセッツ工科大学とのより親密な関係を構築する」こととなっ 毎月第一水曜日には例会が開催されることになり 会員は百名弱まで増加した
（（
（
。
四、三井の経営と技術者精神
　
團の職歴に戻ろう。三池炭鉱赴任後、工部省が廃止されて三池鉱山局は農商務省、続いて大蔵省に移管さ
れ、團は三池鉱山工業所在勤一等技手に任じられた。團は勝立杭の開鑿に取り組みたいと考えており、それが
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まだ進捗していないために、御用掛時代より格下げとなる一等技手に就いたといわれている。一八八六年に團は五等技師兼工業課長兼勝立杭長に昇任し、開鑿のための調査研究のため、欧米に派遣されることとなった。アメリカで恩 のリチャーズ教授の紹介で多くの鉱山を視察して主にポンプ つ て調査し、その権威である英国の「デーヴィ」に面会して、 「デーヴィ・ポンプ」 構造や性能を学び、これを三池炭鉱に取り入れることとなった。ところが、帰国の途上のニュ ヨークで、團は三池炭鉱が三井 払い下げられたと知り 帰国したものの役職そのものがなくなっていたため失職した。これを憂え 金子 斡旋して福岡県技師 採用こととなったが、三井の益田孝が團を三池炭鉱の事務長に招聘したため、結局、團は三井に入社するこ となる
（（
（
。
　
團は三池で、三池炭鉱社総括本部（のち鉱山部）部長益田孝のもと事務長として「デーヴィ・ポンプ」によ
る排水によって勝立杭の開鑿を進めることとなり、これが大きな効果を挙げて、掘削が順調に進展して石炭を掘り出すに至り、三池炭鉱 基礎が構築されることになった。三井は払い下げに伴う莫大な資金を借財として負っており、のちに 團はこ きはじめて「一介の技師」ではなく「一個の経営者」となったと自覚したいう。この開鑿祝賀会が開かれた は、一八九四年四月 ことであっ 。團 のちに、ポンプ設置から百日で開鑿事業が終わったこと 、 「私は重荷を卸し 感があつた」と回顧することにな
る
（（
（
。その後、團は三井鉱山
合名会社専務理事となって三井家関係の全 山を統括する とになり、東京に勤務することとなった。團は、三井所有の鉱山のうち、前途の望みの薄い鉱山や規模の小さい鉱山は合併させる どして整理しつつ なお、三池炭鉱の萬田杭の掘削を設計し開鑿させるなど技師としても活動し、一八九八年五月から再び炭鉱経営の視察のため海外渡航することとな 、特 三池築港を計画していた團 、欧米各地の港での石炭積込装置 注意
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を払い、 「三池式快速船積機」の開発につなげ、三池での石炭積み込みに用いられることとなった。この三池での成功を契機に各地での鉱山や港湾 、さらには学校建設などを進めた團は、一九一〇年に三井合名会社の参事として、社長である三井八郎右衛門男爵 随行して欧米に渡り、社長の信任を得た。引退の意志を固めていた益田が、自らの後継者として團を考え、社長 深く團について知ってもらい いとの意向から、益田が團の随行を推薦したという。この き、三井とともに團がＭＩＴを訪れたことは、すでに述べた通りである。一九一四年（大正三年） 團は三井合名会社理事長に任ぜられ、益田の後継者とし 三井銀行、三井物産、三井鉱山、東神倉庫などを統括することとなる。これ以降の事業展開はきわめて多岐に亘るため割愛せざるを得ないが、團が製鉄や製鋼に特に力を入れ、造船、製紙、セルロイドなどの製造に取り組んだことは、特に指摘しておきたい。技師としての鉄や鉱山、技術へのこだわりを忘れない経営者であった
（（
（
。
五、民間外交と團
　
第一次世界大戦によって世界の政治経済情勢時が激変するなか、駐日英国大使サー・チャールズ・Ｎ・Ｅ・
エリオット（
Sir C
harles N
orton E
dgecum
be E
liot ）と同大使館附商務官サー・エドワード・クロウ（
Sir E
dw
ard 
C
row
）が一九二一年に渋沢栄一と会見し、日英両国間の実業関係が疎遠になっているとして、これを復旧す
るため、日英の実業家による意見交換をすべく、日本の実業家が渡英するこ を求めた。渋沢は原敬首相と協議し、日本の実業家数十名が首相官邸に招かれて実業団英国派遣が決定され、渋沢栄一、井上準之助、和田豊治、藤山雷太、團琢磨を発起人として団員を選定 ること なった。派遣計画の策定中、米国も訪問すべきと
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の意見が出たため、米国も訪問することとなり、駐日米国大使チャールズ・Ｂ・ウォレン（
C
harles B
eecher 
W
arren ）も支援を申し出た。この使節は政府とは関係がなく、ワシントン会議とも無縁であるとされ、團琢
磨団長以下、二十四名の団員が決定された。由井氏の表現を借りれば、 「かつて例をみない大規模な民間経済外交であり、日本の経済と経営発展にかかわる重要な国際関係上の出来事であっ
た
（（
（
」 。当時團は病床に伏して
いたが、これを押して、一九二一年十月二十二日に横浜を出航した。バンクーバー、トロントを経て、十一月九日、ニューヨークに到着し、実業団は、日米の産業界が大変動に襲われるなか、アメリカにおいて日本の対中政策について誤解が生まれ いるとして、実業家間の意見交換によって誤解を解きたいとの声明を発表した
（（
（
。
　
一行はニューヨーク手形交換所、株式取引所、連邦準備銀行などを訪問し、ニューヨークの銀行家と意見交
換したが、米国側は大戦後に経済力を強固にしたのは日米両 のみであり、それだけに世界の信用を獲得しなければならないと呼びかけ、團も日本側も力の及ぶ限り協力したいと語っ 団員は新聞社や輸 協会 生命保険会社、製造工場などを手分けして訪問して交流を深め、政府とは関係 ない民間使節 としながらも、あくまでワシントン会議の軍縮方針を支持していることを強調している。十九日には一行はワシントンＤＣに到着し、ウォレン・Ｇ・ハーディング（
W
arren G
am
aliel H
arding ）大統領に謁見した。ハーディングは、軍縮
会議の委員とともに実業家が渡米したことは、平和のため 経済や工業を発達させようと ものであ そのために日米両国の親善が肝要である、など 語り、團は、日米両国の実 上の接触を樹立していきたいと意欲を語った
（（
（
。
　
ＭＩＴ側でも團の訪米に注目していたらしく、 『テクノロジー・レビュー』一九二一年十一月号は、 「七八年
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卒の團琢磨博士は、日本において鉱山と金融事業を組み合わせた大事業を展開しており、銀行家や貿易商の代表として、十月にシアトルに到着し、アメリカにおけるビジネスの現状を視察するためにやってきた」と報じている
（（
（
。一九一〇年の訪問に比して、日本の実業団団長としての團への歓待ぶりは圧倒的に大きく、ボストン
では実業団を歓迎するため特別招待委員会
（（
（
が組織されており、活動写真で水力電気工事について説明を受ける
など、現地の実業家との交際を深めた。ＭＩＴでは、十一月二十八日に大講堂で全教職員・学生三千名を集めた歓迎会が開催され、團はここでの講演で、母校への感謝の意を述べるとともに、感激のあまり言葉を失ってしまったが、自分は「テクノロジーの精神」 、すなわち 自ら負った義務のために奮闘し、 「天職に其全力を傾倒する精神」こそ 生涯 指針となったとして、諸君は絶大な責任から逃れることはできない、将来の建設は「テクノロジーの精神」を継承 た諸君の手中にあると語った。その夜にボストン商業会議所が主催した晩餐会では、我々は相互 「貿易」と「友誼」とを望み、両者が相離るべからざることを認めるとして、 「聡明なる利己主義」こそが世には存在するのであり 自分は相互の利益を実現するための方策を「協議」する めに来た、と團 語ってい
る
（（
（
。また、当時開催されていたワシントン会議を意識して、 「平和と国際協調につな
がるあらゆ 仲介と軍縮に対して、日本 積極的 ると断言できる」とも語った
（（
（
。ＭＩＴで培ったテクノロ
ジーの精神こそが生涯の指針であり、その技術者集 が担うべき米国の産業も、日本 産業も、それ 担う実業家も、あくまで「利己主義」と追及という前提を踏まえた上で、それ 「聡明な」もの、すなわち相手国との相互利益にな べきものとするべく努力する とを訴えた 。 「技術者 的「経営者」としての思想が詰め込まれた講演であった。　
実業団は十二月十三日にニューヨークを発って英国に向かい、十九日にサウサンプトンに到着し、二十日に
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はロンドンに入った。英国労働省で労使関係について説明を受けた一行は、英国連合商工会議所主催の午餐会に臨み、團は、未曾有の財政不況に直面している英国に対し、日本は大戦景気で潤ってはいるが、国際貿易については無知であったとして、この機会に英国の実業家と交際 てその豊富な知識を吸収したい、と述べた。さらに、 「吾々の最高の目的」は、 民 「国民的道徳」を植え付け、 「国民の不正直と無知の行動を為すことを阻止」して、単なる金儲け主義に走らないようにすることだと語っている。一行は政府関係者とも次々 面会し、バッキンガム宮殿でジョージ五世に拝謁、各地の実業家 意見を交換して大陸に渡り、フランス、ドイツなどを経て、一九二二年五月に帰国した
（（
（
。團は五月二十五日に首相官邸に招かれ、高橋是清首相から労働問
題に関する欧米実情や意見を聴取され、六月十三日には摂政宮（のちの昭和天皇）に召され、霞ヶ関の仮御所で実業団での視察について質問 受けている
（（
（
。
　
團は、外国からの訪問客とも積極的に接する「国民外交家」として、大隈重信や渋沢栄一などとともに知ら
れ、多くの外国大使や公使と接したが、一九二三年九月の関東大震災の際 は、米国大使公邸が全焼したため、駐日大使サイラス・Ｅ・ウッズ（
C
yrus E
. W
oods ）を自宅に迎え入れ、親交を深めた。一九二七年に米
国モルガン商会（
J. P
. M
organ ）のトーマス・Ｗ・ラモント（
T
hom
as W
illiam
 L
am
ont, Jr. ）が中国視察を終
えて日本に来た際にも別邸 迎えて東洋問題に 語り合い、一九三〇年に先述の日本 団の英国訪問の答礼として、英国の実業団が来日した際も 紡績工場を見学させるなど、斡旋 奔走している
（（
（
。
　
この間、一九二八年に男爵を授爵
（（
（
した。一九二九年に日本で開催された万国工業会議
（（
（
にＭＩＴ在学時に薫陶
を受けたリチャーズ教授が列席した際、團はこれ 非常に喜び 自邸を増築して家具を揃え、リチャーズ教授の居所とし 。同年十月にリチャーズ教授が 本に到着すると、親しく懇談したほか こ 居所に招いて、自
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動車やボーイをつけて丁寧に接待している。会議にはともに出席し、三池にも案内したが、その際、三池に滞在していた床次竹次郎と会い、床次は「その昔團君は先生に就きて斯学の修業を積み、今日の成功を見るに至つたが、今日初めて老教授に面唔して誠に労父に対面する思あり」と述べたという。ＭＩＴ チャールズ・Ｅ・ロック（
C
harles E
. L
ocke ）教授も遅れて到着し、三井の技術が三池に凝縮されていると賞賛し
た
（（
（
。この
万国工業会議は、アメリカ機械学会が発案・組織し、日本での開催を決定し 実施されたが、その決定にはＭＩＴ関係者が重要な役割を演じていた いわれている
（（
（
。民間外交においてもボストン、ＭＩＴは重要な舞台で
あり、対象であった。
六、むすびに代えて
─「モーラル」と「ナシヨナリズム」の果てに
　
團琢磨は、ＭＩＴで製鉄の技術を学び、ここで学んだ「テクノロジーの精神」 「天職に其全力を傾倒する精
神」を生涯の指針として、実際に鉱山開発という天職に技術者として全力を傾倒 て成功し、三井の総帥となった。團が死去した際、鈴木茂三郎は「どこといつて万人にすぐれたところがあつたとは思はれないが、エンジニヤーとして数学と理学で頭をコンクリートのやうにつくりあげ だけ 深慮
4
が彼のすぐれた豪いところ
である」 （傍点原文）と評したが、これは團にとって 最大の賛辞のひ であった ちがいな
（（
（
。
　
團は「利己主義」の追及を否定しない。自己利益になるから そ人間は貿易を行う。しかし、貿易対象との
「相互の利益」を増進するには、その「利己主義」を「聡明なる利己主義」に発展させねばならないし、そのためには、 「友誼 や「協議」 、そして「国民的道徳」が不可欠である。幾度も欧米各国を訪問 たのは、発展
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し続ける科学技術を吸収し続けようとする技術者精神の実践と、貿易による相互利益を生み出そうとする「聡明化」のための営為にほかならなかった。そして、團はこうした精神の育成のために教育に着目し、欧米視察から帰国後、渋沢などとともに会合を重ね、現在の教育が進学や試験を第一の目的としており、 「智育に傾き精神的教育を閑却し過ぎてゐる」ことなどを問題視し、これらを当局に具陳し、輿論に訴え いくとともに改革の具体案を作成することとなった
（（
（
。当時、第一次大戦後の欧州では労働争議が勃発していたが、それでも
秩序が保たれているのを実見した いう團は、 「結局は教育に依つて国民精神を作振することが根本義であらう」とも述べている
（（
（
。
　
團がこうした精神の基礎を獲得したのがアメリカ留学時代であったことはあらためていうまでもないが、團
自身、一九二七年七月に自らのＭＩＴ留学直後を振り返って、 「其ノ当時ノ『アメリカ』ノ勢トイフモノハ、今日トマルデ違ツテ居リマス」として、 「インデペンデンド」の プリミチーブ、スピ ット」 、すなわち独立の建国精神がキリスト教とともに「固マツテ居ル」時代であり、 「フリードム」が重んじられていることが團にとっても「好イ心持」であり、 「モーラル」が強く、それが人々を感化している点 アメ のひとつの「デイシプリン」となっていた、と述べてい
る
（（
（
。 「今日トマルデ違ツテ」と述べていることからわかるように、
ＭＩＴやボストン商業会議所主催晩餐会で講演した頃 團は、アメリカはすでにこう た「モーラル」を失っていると感じていた
（（
（
。だからこそ、聡明なる利己主義の実践を語りかけたのである。理想からそれているのは
日本も同じであり、團は「全く従来の既成道徳や既成宗教そのものに真正面から反対して、これを敵視するものが多くなつて居る。これが社会に深甚なる動揺を与へ全世界に取つて一大脅威となつてゐる所以で 又吾人の深刻なる警戒を要す 点である」とした上で、 「吾人の宗旨と言ひ、道義道徳といふものは 秩序的社会の
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進歩に欠くべからざる要素」であると強調してい
る
（（
（
。 「複雑な世の中に処し、病毒の多い社会に身を処するに
は、道義の上に立って、他から侵されないようにしていくより外はない。道義を以ていけば堂々として社会に立てるし、道義を基準として身を処すれば誤りはない
（（
（
」とも記した。
　
さらに、日本は「友誼」や「協議」の精神も失いつつある、と晩年の團は感じていた。一九二八年の回想で
團は、 「今日ノ思想ハ混沌トシテ居ルケレドモ、総テノ技術方面其ノ事ニ就テハ、混沌ノ中ニナカナカ進歩シテ居ル」として、科学技術が発展しているとしつつも、 「所謂精神的進歩ハ退歩シテ居ルケレドモ、物質的歩ハ着々進ンテ居ル 物質的進歩カ進ム以上ハ、精神 伴ハザルヲ得ヌト思ヒマス」として、 「自分デ考ヘルト云フコトハ非常ニ乏シイ、サウ云フ懸念ハ非常ニアリマス」と憂えた。さらに、 「 『ナシヨナリズム』と云フモノヲ日本人ガヤカマシク言ツテ居ルケドモ考へ物テ
ママ
ス」として、ナショナリズムが政治の基底を形成するこ
とを懸念し、 「 『インターナ ヨナル』デ勝タナケレバ仕方ガナイ」と訴え
た
（（
（
。この回想の表紙に三井財閥が
「極秘」 「秘」印を押したのは、團が『ナシヨナリズム』を「ヤカマシク」喧伝しているといった当事者たる右翼などの目に触れるのを恐れたためであろうか。　
團の暗殺は、金解禁と昭和恐慌のなかで三井がドル買いに走ったと批判されたためであるといわれている
が、血盟団の首領・井上日召は、一九三三年六月二十八日、東京地方裁判所陪審第二号法廷で、 「二月十一日を期して政界並に特権階級の巨頭を暗殺するこ によつて国家を革正する第一歩を踏み出すべく四元（義隆─引用者）を地方の同志に知らせるため派遣した」と述べ、 「暗殺しようと決定した人々は と問われて、こう陳述している。 「特権階級では西園寺、牧野内府、徳川公 伊東伯 政党では若槻男 犬養首相、鈴木、床次、井上、幣原。財閥では三井系で團、池田、三菱で木村、次いで安田、大倉の財閥は代表者がわ ぬので決定
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しなかつた
（（
（
」 。 「国家の革正」の第一歩としての暗殺。その際、安田財閥や大倉財閥の代表者はわからなかった
から無視したが、三井の團はわかっていたので「特権階級」の象徴として暗殺された。ドル買いももとより背景にあったであろうが、当 暗殺者の認識はこ 程度のものであった。團としてみれば、 「利己主義」を是認していた自己の思想が肥大化して理解され、 「ナシヨナリズム」の批判者として糾弾された方が、まだよかったかもしれない。彼は技術の先にたどり着いた経営の果て 、その「知名度」のゆえに殺 のである。　
團琢磨が暗殺された際、ＭＩＴの新聞『
M
IT
 T
he T
ech 』 （一九三二年三月七日号）は次のような訃報を掲
げている。
日本を代表する卒業生死亡　
土曜日に暗殺者によって負傷
　　
─團男爵（七八年卒）日本テクノロジー・アソシエーション会長
一八七八年卒業の團琢磨男爵は、日本の経済界・産業界でもっとも影響力のある人物のひとりだったが、日本の東京で、土曜日、暗殺者によって負傷し、死去した。團男爵は、日本テクノロジー・アソシエーションの会長であり、日本においてＭＩＴに強い関心を注いだ人物であった。三井合名会社の現役の経営責任者として、團は東洋における多くの鉱山や鉄道、銀行、蒸気船航路、商業機関を経営し、そ 利益を管理していた。彼の地位は、アメリカにおけるモルガンやロックフェラーグループのトップに比肩するものであった。一九二九年に日本で万国工業会議が開催された際 團男爵はＭＩＴを代表する参加者に対し
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て、特に丁寧に接していた。同窓会幹事のチャールズ・Ｅ・ロック（
C
harles E
. L
ocke ）教授、鉱山学・
冶金学科のロバート・Ａ・リチャーズ（
R
obert A
. R
ichards ）名誉教授、電気工学科長のデュガルド・
Ｃ・ジャクソン（
D
ugald C
. Jackson ）教授の三名が、その会議に招待されていた。リチャーズ教授のた
めに、團は特別な和風のハウスを建築していた。男爵の早すぎる死をうけて、コンプトン学長は夫人に弔電を送った
（（
（
。
　
学長から芳子夫人宛の弔電は、次の通りである。
團琢磨男爵夫人殿
　
東京、日本
我々は、あなたの最愛の、そして高貴なご主人が悲劇的な死を遂げられ ことに、心からの哀悼の意と深い共感を表明します。 
マサチューセッツ工科大学学長・同窓会会
長
（（
（
　
リチャーズ教授の万国工業会議出席の際の丁重な対応ぶりやハウスの用意などについては、すでに記した通
りである。ＭＩＴはこの稀代の技術師経営者を愛し、團もまたその母校を最期まで愛した。それは、壮絶な最期を遂げた團にとって、彼が愛し、その生涯の指針たる「テクノロジーの精神」を注ぎ込まれた場からの、せめてもの報いであった。
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（E
ndnotes ）
（
（） 
福岡藩出身。マサチューセッツ工科大学を一八七四年に卒業して帰国し、工部省鉄道局を経て、総武鉄道、北越鉄
道、東武鉄道などの技師長を務めた。
（
2） 
福沢桃介『財界人物我観』ダイヤモンド社、一九三〇年、一〇五─一一七頁。
（
（） 
実業之日本社編『当代の実業家人物の解剖』実業之日本社、一九 三年、二一三─二一五頁。
（
4） 
由井常彦「三井高棟・団琢磨の欧米視察（一九一〇）─三井の国際関係と世界 周旅行（前編） 」 、 『三井文庫論叢』
四九、三井文庫、二〇一五年、由井常彦「団琢磨と大牟田石炭コンビナートの構想」 、 『三井文庫論叢』四八、三井文庫、二〇一四年、由井常彦「団琢磨の民間経済外交─英米訪問実業団（一九二一─二年）の活動と意義について」 、『三井文庫論叢』三七、三井文庫、二〇〇三年。なお、團の一般向けの伝記として、石井正則『武士道精神の産業人─團琢磨の生涯』文藝春秋企画出版部、二〇〇一年がある。
（
5） 
前掲「団琢磨の民間経済外交」 。
（
6） 『團理事長談話速記（其一〜其六） 』三井鉱山資料稿本五一〇〜五一五、三井文庫所蔵。表紙に「極秘」または
「秘」印が押された全六冊からなるもので、一九二七年五月四日から翌年一月一一日までの間に團から聞き取った内容が活字化されている。なお、三井文庫にはこの草稿も所蔵されている。
（
（） 『團理事長談話速記（其五） 』三井鉱山資料稿本五一四、三井文庫所蔵、一二─一六頁。
（
（） 
故團男爵傳記編纂委員會編『男爵團琢磨傳』上巻、故團男爵傳記編纂委員会、一九三八年、一─四六頁。
（
9） 
前掲『 理事長談話速記（其五） 』 、二一頁。
（
（0） 
前掲『男爵 琢磨 』上巻、四七─四九頁。
（
（（） 
前掲『團理事長談話速記（其五） 』 、二八
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（（2） 
吉川重吉の米国留学については、拙稿「ハーバード大学所蔵吉川重吉書簡について─知られざる日米交流の痕跡」
（尚友倶楽部史料調査室・内山一幸編『吉川重吉自叙伝』尚友倶楽部、二〇一三年八月、所収） 、参照。
（
（（） 
團琢磨「商工青少年に告ぐ」 （故團男爵傳記編纂委員会編『男爵團琢磨傳』下巻、故團男爵傳記編纂委員会、
一九三八年、所収） 、一四五─一四六頁。これは、一九二四年六月一五日の中外商業新報社講堂での商工青少年向上助成会における講演である。
（
（4） 
前掲『團理事長談話速記（其五） 』 、三二─三三頁。
（
（5） 
以上、前掲『男爵團琢磨傳』上巻、五〇─八五頁。
（
（6） 
金子堅太郎「故 の前半生を語る」 （男爵團琢磨傳記刊行會編『男爵團琢磨を語る』朝日書房、一九三二年、所
収） 、八─九頁。
（
（（） 
M
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cers and Students w
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ent of the C
ourses of Instruction 1874–1875, P
ress of A
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ingm
an, （（（4, pp.（（–（4, Institute A
rchives and 
Special C
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assachusetts Institute of T
echnology, M
assachusetts Institute of T
echnology, E
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C
ourse of the C
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ffi
cers and Students w
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ent of the C
ourses of Instruction 1875–1876, P
ress 
of A
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. K
ingm
an, （（（5, p.（2, Institute A
rchives and Special C
ollections, M
assachusetts Institute of T
echnology.
（
（（） 
前掲『團理事長談話速記（其五） 』 三六頁。
（
（9） 
M
assachusetts Institute of T
echnology, O
ffi
ce of the P
resident R
ecords, A
C
 （（, box 6, folder （44, Institute A
rchives 
and Special C
ollections, M
assachusetts Institute of T
echnology.
（
20） 
以上、前掲『男爵團琢磨傳』上巻、八三─一〇五頁。團のＭＩＴ在籍当時、エマーソンはボストン近郊のコンコー
ドに住んでいた。
（
2（） 
前掲『男爵團琢磨傳』下巻、二二九─二四一頁。
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M
assachusetts Institute of T
echnology, E
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assachusetts Institute of T
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24） 
M
assachusetts Institute of T
echnology, T
hirteenth A
nnual C
ourse of the C
atalogue of the O
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cers and Students 
w
ith a Statem
ent of the C
ourses of Instruction 1877–1878, P
ress of A
. A
. K
ingm
an, （（（（, p.（0, Institute A
rchives 
and Special C
ollections, M
assachusetts Institute of T
echnology.
（
25） 
D
an, T
akum
a, （（5（-（9（2. E
xperim
ents on the m
anufacture of cast iron from
 K
atahdin and M
anhattan iron ores 
in the Institute blast furnace / by T
akum
a D
an. （（（（, Institute A
rchives- N
oncirculating C
ollection （ | T
hesis M
etal 
（（（（ B
.S., M
assachusetts Institute of T
echnology.
（
26） 
C
ertification of A
ttendance and D
egree A
w
arded, O
ffi
ce for R
egister （
School code: 002（（（ ）, M
assachusetts Institute 
of T
echnology.
（
2（） 
実業之日本社編『裸一貫から』実業之日本社、一九二四年、一〇六頁。
（
2（） 『團理事長談話速記（其一） 』三井鉱山資料稿本五一〇、三井文庫所蔵、一〇─一九頁。
（
29） 
以上、前掲『男爵團琢磨傳』上巻、一〇五─一五六頁 前掲「故團男の前半生を語る」 、一一頁。
（
（0） 
前掲『團理事長談話速記 其一） 』 三 頁。
（
（（） 
團が述べたかったのは、日本がアメリカから学んだ手段、すなわち資本主義をもって戦争を続けている、というこ
とだったのであろう。木村昌人氏は、一九世紀後半以降、日本のビジネスマンにとっての理想はアメリカの資本主
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義であり、実際にアメリカで資本主義や自由、デモクラシー、効率、倹約といった精神を学んだ日本人ビジネスマンは少なくなかったとして、そのひとりに、團琢磨を挙げている。團自身も、そうし 意識が強かったにちがいない（
M
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rientation tow
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ura and T
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ecade : E
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pire, Society, and D
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acy in 1930s Japan, U
niversity 
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oronto P
ress, 20（（, p.6 ） 。
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L
inw
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eview
, V
ol.6, N
o.（, July （904, p.442.
（
（（） 
この訪米については、三井文庫編『三井事業史』本篇・第三巻上、三井文庫、一九八〇年、二二八─二三二頁、三井
八郎右衛門高棟傳編纂委員会編『三井八郎右衛門高棟傳』三井文庫、一九八八年、二八一─三〇二頁、など、参照。
（
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D
epartm
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ctober （9（0, p.46（.
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o. 4, O
ctober （9（0, p.499.
（
（6） 
T
echnology A
ssociation of Japan, in T
he T
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eview
, V
ol. （（, N
o. 5, M
ay, （9（（, p.（（6.
（
（（） 
T
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a D
an, ʼ（（, in T
he T
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eview
, V
ol. 2（, N
o. 2, D
ecem
ber （924, p.（（.
（
（（） 
W
.W
. Stevens, T
echnology C
lub of Japan, in T
he T
echnology R
eview
, V
ol. 2（, N
o. （, July （925, p.46（.
（
（9） 
前掲『男爵團琢磨伝』上巻、一五七─一九九頁。
（
40） 
團琢磨「 〈懐旧談〉思ひ出す事ども」 、 『石炭時報』第一巻六号、日本石炭協会、一九二六年、六〇八頁。
（
4（） 
前掲『男爵團琢磨伝』上巻、二〇〇─四〇二頁。團はこの間の一八九九年に工学博士となっている。
（
42） 
前掲「団琢磨の民間経済外交」 、五四頁。
（
4（） 
前掲『男爵團琢 伝』上巻、四四七─四五九頁。
（
44） 
前掲『男爵團琢磨伝』上巻、四六〇─四七一頁。
（
45） 
T
akum
a D
an, ʼ（（, in A
m
erica, in T
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echnology R
eview
, V
ol. 2（, N
o. 4, N
ovem
ber （92（, p.599.
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（46） 
動物学者で東京大学教授を務めたエドワード・Ｓ・モース（
E
dw
ard Sylvenster M
orse ）もその一人であった（前
掲「団琢磨の民間経済外交」 、八五頁） 。
（
4（）前掲『男爵團琢磨伝』上巻、四七一─四九三頁。團の講演については、ＭＩＴの新聞『
T
he T
ech 』でも報じられて
いる（
D
r. T
akum
a D
an ʼ（（ w
ill Speak in W
alker T
oday, in T
he T
ech, N
ovem
ber 2（ （92（ ） 。貿易による相互利益の
実現の必要性を、團はこの欧米旅行を通して再確認したようで、帰国後に記したエッセイでは、第一次世界大戦の勃発によって国家総力戦の時代が到来するなか、今回の欧米視察を通して感じたこととして、国力の基礎は経済にあり、 「経済な ものは一国のみでは到底発達するものではなく何うしても国と国との貿易に依らなければならぬ、之は戦後に於て益々明証されたのである」と述べてい （團琢磨「対欧米の我覚悟」 、 『東京経済雜誌』八四、 雑誌社、一九二二年、七五六頁） 。
（
4（） 
B
oston D
aily G
lobe, N
ovem
ber 29 （92（.
（
49） 
前掲『男爵團琢磨傳』上巻、五一七─六〇〇頁。
　
（
50） 『東京朝日新聞』一九二二年五月二六日付夕刊、一九二二年六月一二日付朝刊。
（
5（） 
前掲『男爵團琢磨傳』下巻、一六九─一七四頁。
（
52） 
これを受けて一九二九年一月一六日、ＭＩＴは團琢磨に対し、男爵授爵を祝する電報と手紙を送り、團もこれに対
する礼状を電報と書簡で返信している（
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（
5（） 
万国工業会議については、佐々木聡『科学的管理法の日本的展開』有斐閣、一九九八年、一三六─一五七頁、な
ど、参照。
（
54） 
前掲『男爵團琢磨傳』下巻、二二三─二二八頁。
（
55） 
前掲「団琢磨の民間経済外交」 、一三五頁。
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（56） 
鈴木茂三郎「射殺された團琢磨」 、 『文藝春秋』 、第一〇巻四号、文藝春秋社、一九三二年四月、一六一頁。
（
5（） 『東京朝日新聞』一九二二年七月五日付朝刊。
（
5（） 
團琢磨「世界現下の反動的傾向」 、 『國際聯盟』 、第二巻八号、國際聯盟協会、一九二二年、 頁。
（
59） 
前掲『團理事長談話速記（其五） 』 、四三頁。
（
60） 
それだけに、こうした 実社会のなかで、なお理想を体現したアメリカ人を 團は高く評価した。たとえばヘン
リー・フォードの自叙伝の日本語訳刊行にあたって團は序文を寄せ、フォードが「奉仕の為にすることを公言し、車が如何に簡単に、其価格が如何に低廉に、其従業者が如何に幸福なるべきか」に腐心し、それによって「数億弗の富」と名声を獲得したと評価している（ヘンリー・フォード述／加藤三郎訳『我が一生と事業─ヘンリー・フォード自叙伝』文興院、一九二四年、三頁） 。
（
6（） 
團琢磨「人格第一主義」 （前掲『男爵團琢磨傳』下巻、所収） 、六五─六六頁。これは『実業之日本』一九二六年七
月一日号に掲載されたものである。
（
62） 
團琢磨「私が若いときの決心覚悟」 （小島直記編集・解説『財界人思想全集
　
第八巻
　
財界人の人生観・成功観』ダ
イヤモンド社、一九六九年、所収） 、 六一頁。これは『実業之日本』一九三一年一月一日号に掲載されたものである。
（
6（） 『團理事長談話速記（其六） 』三井鉱山資料稿本五一五、 三井文庫所蔵、六一─七〇頁。
（
64） 
警察思潮社編『五・一五事件の真相─附・血盟団の全貌』警察思潮社、一九三三年、二〇五─二一二頁。
（
65） 
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追記
（　
本稿執筆にあたり、團琢磨の令孫である西尾珪子氏（公益社団法人国際日本語普及協会会長） 、團琢磨の曾孫の
團名保紀氏（群馬大学名誉教授） 、團紀彦氏（建築家） 、およびノラ・マーフィ（
N
ora M
urphy ）氏（マサチュー
セッツ工科大学アーカイブス・特別コレクション・アーキビスト）に、資料調査・収集にあたって特にご協力いただいた。記して感謝申し上げる次第である。
追記
2　
この研究は、福澤諭吉記念慶應義塾学事振興基金（国外留学）による研究成果の一部である。
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